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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞表面ヘパラン硫酸プロテオグリカンは、膜結合タンパク質コアが様々な数のヘパラン硫酸鎖に置換された構造をしています。グリピカン関連膜貫通型プロテオグリカンファミリー（GRIPS）のメンバーは、グリコシルホスファチジルイノシトール結合を介して細胞質膜に固定されたコアタンパク質を含んでいます。これらのタンパク質は、細胞分裂と増殖の制御に関与している可能性があります。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、CD26のジペプチジルペプチダーゼ活性に結合して阻害し、特定の細胞種においてアポトーシスを誘導します。この遺伝子の欠失変異は、シンプソン・ゴラビ・ベーメル症候群（シンプソン異形症候群とも呼ばれます）と関連しています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2009年9月],疾患：GPC3の欠陥は、シンプソン・ゴラビ・ベーメル症候群（SGBS）[MIM:312870]の原因です。シンプソン異形症候群（SDYS）としても知られています。SGBSは、出生前および出生後の過成長（巨人症）と内臓および骨格の異常を特徴とする疾患です。,機能：ヘパラン硫酸を含む細胞表面プロテオグリカン。,機能：ヘパラン硫酸を含む細胞表面プロテオグリカン。主に中胚葉の組織および器官における成長の抑制／調節に関与している可能性があります。IGF2とその受容体との相互作用の調節に役割を果たし、それによってIGF2の機能を調整する可能性があります。成長と腫瘍素因を調節する可能性があります。,類似性:グリピカンファミリーに属します。,組織特異性:肺、肝臓、腎臓で高く発現します。,
	研究分野
	-
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	GPC3 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	グリピカン3ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ラット肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

